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２．６ 法面整形工

１．適用

切土法面及び盛土法面の整形工に適用する。

２．数量算出項目

法面整形の面積を区分ごとに算出する。

３．区分

区分は、法面締固めの有無、現場制約の有無、土質等とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

区 分 法面締 現場
土質

項 目 固めの 制約 単位 数量 備 考
等

有無 の有無

切土法面整形 － ○ ○ ｍ2

盛土法面整形 ○ ○ ○ ｍ2

切土法面整形(ICT） － － ○ ｍ2

盛土法面整形(ICT） ○ － ○ ｍ2

路面工内法面整形 × × × ｍ2 道路工事のみ

（２）土質区分

土質による区分は、次のとおりとする。

土 質 砂 中硬岩
・ 粘性土 レキ質土 軟岩Ⅰ 軟岩Ⅱ ・

項 目 砂質土 硬岩

現場制約
○ ○ ×無 し

切土部

現場制約
○ ○

有 り
法面整形

現場制約
○ ×

無 し
盛土部

現場制約
○ × ×

有 り

切土部 － ○ ○ ×

法面整形

（ICT） 盛土部 － ○ ×
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８．参考

（１）河川工事

１）土工形態別参考図

築堤の整形工（護岸設置の有無によらない）

盛土法面

整形

盛土法面

整形

盛土法面

整形

盛土法面

整形

切土法面

整形

切土法面

整形
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（２）道路工事

１）盛土法面勾配（道路工事の場合）

・道路設計要領（北海道建設部道路課制定）によること。

２）土工形態別参考図

３）路体外盛土における法面整形

図2.1 路体外盛土における法面整形

・ 路体外盛土とは図2.1に示すとおり、本体盛土（路体盛土）に対し、大別すると次の３つ

に分けられる。

① 捨土的なもの

② 押え盛土

③ 盛土法尻に滞水を生じさせないための盛土

・ ＡおよびＢの法面整形は計上しないものとし、Ｃの法面整形については計上することがで

きる。
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